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（
質
問
の 

一
七
） 

答

弁

第

一

七

号 

   

衆
議
院
議
員
小
川
国
彦
君
提
出
新
東
京
国
際
空
港
公
団
に
よ
る
成
田
空
港
の
二
基
の
鉄
塔
の
撤
去
問
題
に
関
す

る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
八
〇
第
一
七
号 

昭
和
五
十
二
年
五
月
二
十
四
日 

衆

議

院

議

長 
保 

 

利 
 
 

茂 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

福 

田 

赳 

夫 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
小
川
国
彦
君
提
出
新
東
京
国
際
空
港
公
団
に
よ
る
成
田
空
港
の
二
基
の
鉄
塔
の
撤
去 

問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

(1)
か
ら

(4)
ま
で 

新
東
京
国
際
空
港
公
団
（
以
下
「
公
団
」
と
い
う
。
）
は
、
三
里
塚
芝
山
連
合
空
港
反
対
同
盟
（
以

下
「
反
対
同
盟
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
千
葉
県
山
武
郡
芝
山
町
岩
山
字
金
垣
一
八
八
二
番
二
所
在
の
鉄
塔
（
以

下
「
第
一
鉄
塔
」
と
い
う
。
）
及
び
同
県
同
郡
同
町
岩
山
字
押
堀
一
八
九
八
番
九
所
在
の
鉄
塔
（
以
下
「
第
二
鉄

塔
」
と
い
う
。
）
に
関
し
、
除
去
請
求
等
を
行
つ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
反
対
同
盟
は
公
団
に
返
信
等
を
送
付
し

て
き
た
。 

な
お
、
公
団
か
ら
反
対
同
盟
以
外
の
者
に
対
し
、
第
一
鉄
塔
及
び
第
二
鉄
塔
の
除
去
請
求
等
を
行
つ
た
こ

と
は
な
い
。 



         

公
団
か
ら
の
反
対
同
盟
に
対
す
る
除
去
請
求
等
及
び
こ
れ
に
対
す
る
反
対
同
盟
か
ら
の
返
信
等
の
経
緯 

は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。 

四 

 



二
に
つ
い
て 

    
(7) 

公
団
の
判
断
に
お
い
て
行
つ
た
も
の
と
聞
い
て
い
る
。 

(5)
及
び

(6) 

第
一
鉄
塔
及
び
第
二
鉄
塔
（
以
下
「
本
件
各
鉄
塔
」
と
い
う
。
）
が
航
空
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規

定
に
違
反
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
除
去
を
求
め
ら
れ
て
い
る
物
件
で
あ
る
と
い
う
事
情
に

何
ら
変
わ
り
は
な
か
つ
た
も
の
で
あ
る
。 

(1) 

御
質
問
の
工
事
実
施
計
画
変
更
認
可
申
請
書
に
よ
れ
ば
、
進
入
表
面
、
転
移
表
面
若
し
く
は
水
平
表
面
の

上
に
出
る
高
さ
の
物
件
又
は
こ
れ
ら
の
表
面
に
著
し
く
近
接
し
た
物
件
は
、
別
表
一
の
と
お
り
で
あ
る
。 

五 

 



(2) 

(一 ) 

新
東
京
国
際
空
港
建
設
予
定
地
及
び
そ
の
周
辺
地
区
で
は
、
空
港
建
設
反
対
派
に
よ
つ
て
立
入
り
の
実

力
阻
止
等
の
妨
害
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
た
事
情
か
ら
、
芝
山
町
岩
山
地
区
等
に
立
ち
入
つ
て
進
入
表 

面
、
転
移
表
面
若
し
く
は
水
平
表
面
の
上
に
出
る
高
さ
の
物
件
又
は
こ
れ
ら
の
表
面
に
著
し
く
近
接
し
た

物
件
の
調
査
を
行
う
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
状
況
で
あ
つ
た
。
芝
山
町
岩
山
地
区
に
お
け
る
最
初
の
立
入 

な
お
、
「
設
置
等
」
と
記
載
さ
れ
た
の
は
、
設
置
に
付
随
す
る
行
為
を
含
め
る
意
味
で
あ
つ
た
と
承
知
し

て
い
る
。 

故
意
の
設
置
等
が
行
わ
れ
た
障
害
と
な
る
物
件
と
は
、
本
件
各
鉄
塔
で
あ
り
、
そ
の
設
置
が
行
わ
れ
た
時

期
は
、
第
一
鉄
塔
に
つ
い
て
は
昭
和
四
十
六
年
五
月
、
第
二
鉄
塔
に
つ
い
て
は
昭
和
四
十
七
年
三
月
で
あ
る

と
承
知
し
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
物
件
の
存
在
等
は
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
に
至
り
判
明
し
た
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

六 

 



(5) 

本
件
工
事
実
施
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
の
審
査
に
当
た
つ
て
は
、
航
空
機
の
離
陸
又
は
着
陸
に
支
障
が
あ

る
と
認
め
た
物
件
は
確
実
に
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
て
、
認
可
し
た
も
の
で
あ
る
。 

(3)
、

(4)
及
び

(6) 

当
初
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
障
害
と
な
る
物
件
は
な
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
調
査
の

進
ち
よ
く
に
伴
い
障
害
物
件
の
存
在
等
が
判
明
し
た
以
上
は
、
工
事
実
施
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
は
当
然
の

こ
と
で
あ
る
と
判
断
し
た
。 

(二 ) 

御
質
問
の
刑
事
事
件
は
、
反
対
同
盟
に
所
属
し
て
い
た
者
に
よ
る
妨
害
活
動
の
過
程
に
お
い
て
生
じ
た

も
の
で
あ
り
、
新
東
京
国
際
空
港
建
設
に
か
か
わ
る
刑
事
事
件
と
し
て
は
七
件
目
の
も
の
で
あ
つ
た
。 

な
お
、
工
事
完
成
の
予
定
期
日
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
進
ち
よ
く
状
況
に
か
ん
が
み
、
従
前
の
認

可
に
係
る
工
事
実
施
計
画
に
お
け
る
工
事
完
成
の
予
定
期
日
を
一
年
三
か
月
延
伸
す
る
こ
と
を
認
め
た
も
の 

調
査
が
行
わ
れ
た
の
は
昭
和
四
十
五
年
九
月
三
十
日
で
あ
り
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
に
至
り
、
当
該
物
件

の
存
在
等
が
判
明
し
た
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

七 

 



三
に
つ
い
て 

(二 ) 

設
置
基
準
と
異
な
る
方
式
に
よ
る
こ
と
の
承
認
を
受
け
て
い
る
飛
行
場
標
識
施
設
は
、
指
示
標
識
、
滑
走

路
中
心
線
標
識
、
滑
走
路
末
端
標
識
、
接
地
点
標
識
、
接
地
帯
標
識
及
び
過
走
帯
標
識
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の 

(一 ) 

Ａ
滑
走
路
南
側
の
航
空
保
安
施
設
用
地
の
確
保
が
遅
れ
て
い
る
事
情
か
ら
、
公
団
は
同
側
の
着
陸
接
地
点

を
臨
時
に
七
百
五
十
メ
ー
ト
ル
内
側
に
移
し
て
同
滑
走
路
を
運
用
す
る
こ
と
と
し
た
い
と
し
て
、
昭
和
四
十

七
年
四
月
二
十
八
日
に
飛
行
場
標
識
施
設
に
つ
い
て
設
置
基
準
と
異
な
る
方
式
に
よ
る
こ
と
の
承
認
申
請
に

及
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

で
あ
る
。 

同
滑
走
路
を
そ
の
よ
う
に
運
用
す
る
こ
と
と
し
て
も
進
入
表
面
、
転
移
表
面
及
び
水
平
表
面
に
変
更
を
生

ず
る
こ
と
は
な
い
。 

な
お
、
こ
の
よ
う
に
同
滑
走
路
を
運
用
す
る
こ
と
自
体
は
も
と
よ
り
安
全
な
も
の
で
あ
る
。 

八 

 



四
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

(3)
、

(4)
及
び

(5) 

新
東
京
国
際
空
港
の
供
用
開
始
の
予
定
期
日
は
、
航
空
法
第
五
十
五
条
の
三
第
二
項
に
お
い 

(2) 

昭
和
四
十
二
年
運
輸
省
告
示
第
三
十
号
は
、
昭
和
四
十
二
年
一
月
三
十
日
付
け
官
報
第
一
二
〇
三
六
号
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

(1) 

航
空
法
第
四
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
除
去
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
物
件
は
、
同
条
第
一
項
の
規

定
に
違
反
し
て
、
設
置
し
、
植
栽
し
、
又
は
留
置
し
た
物
件
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
同
項
に
違
反
す
る
物
件

が
生
じ
た
と
き
は
、
飛
行
場
の
設
置
者
は
、
直
ち
に
当
該
物
件
の
除
去
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
付
け
の
釈
明
要
求
書
に
つ
い
て
は
、
公
団
に
お
い
て
現
在
そ
の
対
応
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

施
設
に
係
る
工
事
は
、
昭
和
四
十
七
年
六
月
三
十
日
に
完
了
し
た
。 

九 

 



六
に
つ
い
て 

(6)
及
び

(7) 

航
空
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
は
、
公
共
用
飛
行
場
に
離
着
陸
す
る
航
空
機
の
航
行
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
に
物
件
の
設
置
等
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
財
産
権
に
内
在
す
る
制
約
の
範
囲
内
に

お
い
て
財
産
権
の
行
使
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
所
有
者
等
に
生
ず
る
損
失
に
対
し
て
は
、
憲
法
上
は
補

償
の
必
要
が
な
い
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
同
条
の
規
定
が
御
質
問
の
よ
う
に
憲
法
違
反
の
も
の
で
あ
る
と
は
考

え
て
い
な
い
。 

て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
工
事
実
施
計
画
の
認
可
の
時
点
に
お
い
て
供
用
開
始
が
可
能

で
あ
る
と
合
理
的
に
予
定
さ
れ
た
日
を
告
示
し
、
及
び
掲
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
既
に
そ
の
予
定
期
日
は
経

過
し
て
い
る
が
、
可
能
な
限
り
早
期
に
開
港
す
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

な
お
、
新
東
京
国
際
空
港
の
供
用
開
始
が
遅
れ
て
い
る
か
ら
と
い
つ
て
、
同
空
港
に
係
る
同
条
の
規
定
に

よ
る
物
件
の
制
限
に
関
し
憲
法
上
の
問
題
を
生
ず
る
こ
と
は
な
い
。 

一
〇 

 



(3) (2) 

公
団
の
業
務
方
法
書
の
認
可
申
請
が
遅
れ
た
の
は
遺
憾
で
あ
る
が
、
業
務
方
法
書
に
つ
い
て
認
可
を
受
け

る
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
は
公
団
に
対
す
る
監
督
上
の
必
要
か
ら
で
あ
り
、
公
団
が
法
令
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
従
つ
て
行
つ
た
各
種
の
行
為
が
、
公
団
が
業
務
開
始
の
際
業
務
方
法
書
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
て
い

な
か
つ
た
か
ら
と
い
つ
て
、
適
法
で
は
な
い
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り
な
い
。 

(1) 
新
東
京
国
際
空
港
公
団
法
（
以
下
「
公
団
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
八
条
は
、
公
団
が
昭
和
四
十
一
年
三
月
三

十
一
日
以
前
に
設
立
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
は
し
て
い
る
が
、
同
条
は
単
に
公
団
の
最
初
の
事
業
年
度
の
期
間

を
明
確
に
す
る
趣
旨
の
確
認
的
な
規
定
で
あ
つ
て
、
公
団
の
設
立
を
同
日
以
前
に
行
う
べ
き
こ
と
を
義
務
付

け
、
あ
る
い
は
、
公
団
設
立
の
前
提
で
あ
る
公
団
法
第
二
条
に
基
づ
く
政
令
の
制
定
を
同
日
以
前
に
行
う
べ

き
こ
と
ま
で
を
義
務
付
け
て
い
る
規
定
で
あ
る
と
は
解
さ
れ
な
い
。
し
た
が
つ
て
御
指
摘
の
よ
う
な
事
態
は

生
じ
て
い
な
い
。 

一
一 

 



(4) 
 (ロ ) 

公
団
が
本
格
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
用
地
及
び
暫
定
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
用
地
に
つ
い
て
農
地
転
用
の
許
可
を
受
け 

(イ ) 

公
団
が
本
件
工
事
を
実
施
し
た
こ
と
が
、
当
時
の
消
防
法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
要
件

に
該
当
し
て
い
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。 

(ハ )
、

(ニ )
及
び

(ホ ) 
Ａ
滑
走
路
南
側
の
着
陸
接
地
点
を
臨
時
に
七
百
五
十
メ
ー
ト
ル
内
側
に
移
し
て
同
滑
走
路

を
運
用
す
る
こ
と
に
伴
い
移
設
を
要
す
る
飛
行
場
燈
火
に
係
る
工
事
は
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日

に
完
了
し
た
。
こ
の
工
事
に
係
る
工
事
実
施
計
画
の
変
更
は
、
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
二
十
五
日
に
認
可

し
て
い
る
。 

(イ )
及
び

(ロ ) 

公
団
が
設
置
す
る
航
空
保
安
施
設
の
工
事
実
施
計
画
の
認
可
に
関
し
て
は
航
空
法
第
五
十
五
条

の
三
第
一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
同
項
後
段
は
、
公
団
が
工
事
実
施
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
運
輸
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
規
定
し
て
い
る
。 

一
二 

 



(7) 
 

(5)
及
び

(6) 
公
団
は
、
御
指
摘
の
仮
処
分
事
件
に
お
い
て
、
当
時
の
認
識
に
基
づ
い
て
工
事
の
完
成
の
予
定
等

に
つ
い
て
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

(イ )
か
ら

(ニ )
ま
で 

新
東
京
国
際
空
港
建
設
に
係
る
用
地
買
収
に
当
た
つ
て
は
、
昭
和
四
十
一
年
七
月
四
日
の

閣
議
決
定
「
新
東
京
国
際
空
港
位
置
決
定
に
伴
う
施
策
に
つ
い
て
」
に
基
づ
き
、
営
農
を
継
続
す
る
意
思
の

あ
る
農
業
者
に
対
し
て
は
、
国
は
、
千
葉
県
の
協
力
を
得
て
移
転
先
等
に
つ
き
申
出
者
の
希
望
を
尊
重
し

て
所
要
の
代
替
地
を
用
意
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
方
針
の
下
に
同
県
が
用
意
し
た
代
替
地
が
農
業
者
の

移
転
先
と
し
て
提
供
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
後
同
県
が
用
意
し
た
代
替
地
で
農
業
者
の
意
向
に
沿
う
も
の 

な
お
、
裁
判
所
の
判
断
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
答
弁
の
限
り
で
な
い
。 

な
い
で
工
事
を
行
つ
た
件
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
農
地
転
用
の
許
可
を
受
け
た
こ
と
等
に
か
ん
が
み
、
農

地
法
違
反
と
し
て
の
刑
事
手
続
は
な
さ
れ
な
か
つ
た
も
の
で
あ
る
。 

一
三 

 



(リ ) 

都
道
府
県
が
農
地
又
は
採
草
放
牧
地
を
取
得
す
る
場
合
に
は
、
農
地
法
第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定 

(チ ) 

農
地
法
第
三
条
、
第
五
条
又
は
第
七
十
三
条
で
あ
る
。 

(ト ) 

農
地
法
第
五
条
第
一
項
第
四
号
及
び
同
法
施
行
規
則
第
七
条
第
十
一
号
で
あ
る
。 

(ヘ ) 

農
地
法
第
三
条
第
一
項
第
三
号
、
公
団
法
第
四
十
条
及
び
公
団
法
施
行
令
第
八
条
第
一
項
第
四
号
で
あ

る
。 

(ホ ) 

公
団
の
代
替
地
業
務
は
、
公
団
法
第
二
十
条
に
規
定
す
る
公
団
の
業
務
の
範
囲
内
に
お
い
て
農
地
法
令

上
可
能
な
範
囲
で
行
う
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
現
在
同
県
に
お
い
て
保
有
し
て
い
る
土
地
で
、
代
替
地
と
し
て
提
供
可
能
な
も
の
の
面
積
は
、

約
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

が
少
な
く
な
つ
て
き
た
た
め
、
公
団
に
お
い
て
も
同
県
と
は
別
に
代
替
地
を
確
保
し
て
提
供
す
る
こ
と
と

し
た
も
の
で
あ
る
。 

一
四 

 



(8) 

(一 ) 

特
定
公
共
事
業
と
し
て
建
設
大
臣
が
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
は
、
公
共
用
地
の
取
得
に
関
す
る

特
別
措
置
法
（
以
下
「
特
措
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
各
号
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
す

る
が
、
新
東
京
国
際
空
港
第
一
期
建
設
事
業
は
、
設
置
さ
れ
る
諸
施
設
及
び
区
域
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
そ

の
起
業
地
の
範
囲
は
適
正
で
あ
る
と
判
断
し
、
同
条
の
要
件
を
み
た
す
も
の
と
し
て
特
定
公
共
事
業
の
認

定
を
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
当
該
認
定
処
分
は
、
も
と
よ
り
違
法
あ
る
い
は
無
効
と
さ
れ
る
も
の
で
は
な 

(ル )
、

(ヲ )
及
び

(ワ ) 
公
団
の
代
替
地
業
務
に
係
る
予
算
執
行
の
責
任
者
は
、
公
団
総
裁
で
あ
り
、
現
公
団
総
裁

は
、
大
塚
茂
で
あ
る
。 

(ヌ ) 
御
質
問
の
よ
う
な
個
々
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
運
輸
大
臣
の
了
解
、
承
認
及
び
追
認
は
必
要
と
さ
れ
て

い
な
い
。 

に
よ
り
許
可
を
要
し
な
い
。 

一
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(三 ) 

新
東
京
国
際
空
港
に
つ
い
て
航
空
保
安
施
設
が
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
既
に
Ａ
滑
走
路
の

当
面
の
運
用
に
必
要
な
航
空
保
安
施
設
は
設
置
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
当
初
計
画
し
た
同
滑
走
路
南
側
の

航
空
保
安
施
設
に
つ
い
て
も
早
急
に
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

(二 ) 
公
団
は
、
そ
の
後
昭
和
四
十
七
年
六
月
、
飛
行
場
標
識
施
設
及
び
飛
行
場
燈
火
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

設
置
基
準
と
異
な
る
方
式
に
よ
る
こ
と
の
承
認
を
得
て
、
同
滑
走
路
南
側
か
ら
進
入
す
る
航
空
機
に
係
る

着
陸
接
地
点
を
臨
時
に
七
百
五
十
メ
ー
ト
ル
内
側
に
移
し
て
同
滑
走
路
を
運
用
す
る
こ
と
と
し
た
が
、
こ

れ
は
、
空
港
建
設
に
対
す
る
反
対
運
動
等
に
よ
り
Ａ
滑
走
路
南
側
の
航
空
保
安
施
設
用
地
の
確
保
が
遅
れ

て
い
る
事
情
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
同
滑
走
路
は
、
こ
の
よ
う
な
運
用
の
下
に
お
い
て
も
、
四
千
メ
ー
ト
ル
全
体
が
供
用
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
同
滑
走
路
の
長
さ
を
三
千
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
と
し
た
こ
と
は
な
い
。 

い
。 
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八
に
つ
い
て 

七
に
つ
い
て 

(1) 

告
示
で
示
さ
れ
た
進
入
表
面
等
の
上
に
出
る
高
さ
の
物
件
に
つ
い
て
は
、
航
空
機
の
航
行
の
安
全
確
保
の 

(9) 

公
団
は
、
航
空
法
第
五
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第

一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
設
置
し
、
植
栽
し
、
又
は
留
置
し
た
物
件
の
所
有
者
そ
の
他
の
権
原
を
有
す
る

者
に
対
し
、
当
該
物
件
を
除
去
す
べ
き
こ
と
を
求
あ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。 

本
件
各
鉄
塔
は
反
対
同
盟
が
建
設
し
、
及
び
所
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
、
反
対
同
盟
の
代
表
者
に
そ
の

除
去
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
な
お
、
念
の
た
め
事
務
局
長
に
も
通
知
し
た
も
の
で
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。 

(四 ) 

新
東
京
国
際
空
港
は
第
一
種
空
港
で
あ
り
、
当
該
空
港
に
必
要
不
可
決
な
航
空
保
安
施
設
に
関
す
る
事

業
は
、
特
措
法
に
基
づ
く
特
定
公
共
事
業
の
認
定
の
対
象
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。 
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(5)
、

(6)
及
び

(7) 

航
空
法
上
、
飛
行
場
を
設
置
し
、
又
は
飛
行
場
に
つ
い
て
重
要
な
変
更
を
加
え
る
場
合
に
お

い
て
飛
行
場
の
周
辺
に
航
空
機
の
離
着
陸
に
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
物
件
が
あ
る
と
き
は
、
工
事
完
成

の
予
定
期
日
ま
で
に
当
該
物
件
を
除
去
す
る
こ
と
を
要
す
る
と
と
も
に
、
公
共
用
飛
行
場
に
つ
い
て
は
、
そ

の
設
置
又
は
変
更
に
つ
き
告
示
が
あ
つ
た
後
に
お
い
て
は
、
そ
の
告
示
で
示
さ
れ
た
進
入
表
面
等
の
上
に
出

る
高
さ
の
物
件
の
設
置
等
は
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
。 

(3) 

御
質
問
に
係
る
障
害
物
件
の
う
ち
現
在
訴
訟
に
よ
り
除
去
を
求
め
て
い
る
も
の
は
な
い
。
所
有
者
と
の
交

渉
等
に
よ
つ
て
除
去
で
き
る
見
通
し
が
立
つ
か
ど
う
か
は
、
交
渉
の
経
過
等
よ
り
個
々
具
体
的
に
判
断
す
る

ほ
か
な
い
と
考
え
る
。 

(2)
及
び

(4) 
御
質
問
に
係
る
障
害
物
件
に
関
す
る
当
面
の
安
全
対
策
等
は
、
別
表
二
の
と
お
り
で
あ
る
。 

観
点
か
ら
、
航
空
法
第
四
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
承
認
を
受
け
て
設
置
し
た
も
の
等
を
除
き
、
当
該
物

件
の
設
置
等
の
時
期
に
か
か
わ
り
な
く
極
力
除
去
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
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(9)
、

(10)
及
び

(11) 
三
沢
飛
行
場
に
つ
い
て
は
、
航
空
法
に
よ
る
進
入
地
面
等
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
東
亜

国
内
航
空

(株 )
の
航
空
機
の
離
着
陸
に
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
物
件
は
な
い
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。
な

お
、
三
沢
飛
行
場
を
利
用
す
る
東
亜
国
内
航
空

(株 )
の
航
空
機
の
運
航
に
つ
い
て
は
、
航
空
法
に
よ
る
規
制
が

な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
安
全
は
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。 

(8) 
航
空
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
が
、
進
入
表
面
等
の
上
に
出
る
高
さ
の
物
件
の
設
置
等
を
原
則
と
し

て
禁
止
し
て
い
る
の
は
、
公
共
用
飛
行
場
に
離
着
陸
す
る
航
空
機
の
航
行
の
安
全
を
確
保
す
る
必
要
か
ら
で

あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 
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